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婦人の妊娠並に産褥時に於けろ耳鼻咽喉科

領域の機能に關すろ臨床的研究

第3編 妊娠並に産褥時に於ける味畳

金澤欝科大払耳鼻咽喉科學教室（主任松田教授）

武  内  博  文
  ノ「1をン’o∂！〃ノll Ta／’c〃。／il

  （昭和23年11月18日筆削）

第1章緒

 味畳は面々と不可分的關係にあり，聴畳，覗

畳等の高等面詰と共に日常生活に於て重要な役

割を演ず・る感畳の一である．嗅毘に關する研究

は前編に於て記載した如く其の報告は相當豊富

であるが，味毘に寵する研究報告は比較的論

い．殊に婦人の面谷に就て，特に月経期，妊娠

期，産褥期に於けるそれに就ての報告は非常に

乏しV・．’試みに之れに面する記載を引用すれば

次のようなものが霜げられる．

 婦人の月経に際しては性器外に於ても週期的

攣化が見られ，各種臓器の機能，血液性朕，新

陳代謝等各方面に週期的，波動歌の推移が見ら

れるが，口腔に於ては自畳症として味畳障碍を

招來することがある．松田教授によれば全槍査

人員の雫均3．6％，各種障碍を有するものΣ準

均6．1％忙於て自畳的に味畳障碍を訴えるもの

が認められた．

論

 次に婦人の妊娠産褥は月経に比し女性の心身

に及ぼす影響は更に大なることは前編に於て記

載した所であるが，味畳も亦嗅畳と共に其の受

ける影響は一廓著明なるものがあると考えられ

る．

 妊娠時の山偏に關する研究は面面より極めて

勘く，1935年R．Hansen u・：Langerは28入の

妊婦＝に於て味畳の槍索を行い，1937年Langer，

W’alterも同じく拙論に於ける味畳検索を行っ

ておる外，松田教授が耳鼻咽喉科禽第42回絡會・

に於て其の概要を述べられておるに過ぎない．

著者は前編各節に於て妊娠産褥時の嗅畳に關す

る観察を行v・，其の障碍に就て論述したが，本

編に於ては味畳に關し各種槍索を行V・妊娠及び

産褥が之れに及ぼす影響に就て究明せんとする

ものである．

第2章實験方法
     第1節實験材料
 實瞼材料として日本赤十字就金澤産院た於ける外目

及入院妊婦，並に褥回申ロ腔，咽頭疾患あるものを除

いた425例（第1表）に就き，妊娠経過並に分娩前後の

味畳に開し槍索を行った．／

     第2節 實 験 操作

  （1） 有味物質亜に濃度

 試験液としては，從來よ：り昧畳實験に際し代表的物

質として承詔された4種の存味物質を選んだ。部ち’甘

味の代表として葡萄糖（局方武田），厳味の代表として

食盛（局方藤澤），酸味の代表として酒石酸（メルク），

苦味の代表として堕酸キニーネ（局方武田）を用いた．
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第1表 實験症例425例の妊娠

    月敷による分類

妊娠月激
實験症

?撒
妊娠月敷

實験症
?敏

1 0 VI 47

II 23 VII 49

III 43 VII【1 63

IV 41 IX 51

V 51 X 57

是等の溶液は「モル」箪位を以て表わし，且つ各回蛛物

質は5種叉は6種の異なる濃度の水溶液とし一三に供

した．（第2表）

  （2）検査時間

 味畳は被槍者の生理的，心理的影響を受け，且つ食

事に於ても影響されること大なるため，橡査に當りて

は総て書食前の安心時を選んで實施した．

  （3 ）’實 施

 實験は先ず被亡者に浄水を以て充分含漱を行わせて

から舌を挺出させ，甘，蔽，酸，苦の順序を以て豫め

微濃（20。C）に濫めた最も稀薄溶液の微量を舌面に油

滴し，約5秒の後深水を以て含鰍を行わしめ，次で何

れの味畳なりやを答えしめた．味不明なるとき，又は

其の味畳を誤るときは，更により濃厚な溶液を以て上

階的に實験を績行し，確實に味を感畳し得た濃度を求

めた．舌面に於ける試験液の瓢滴部位は，甘味に於て

第2表實駿に供した有味物質並に濃度

甘 味

倭
国
糖里

・A， O．5m

B O． lm

C O．05m

D O．02m

E O．Olm

酸 味

七つ

石ル

酸乙

A O．5m

．B O．lm

C O．05m

D O．Olm

E O．OOIm

F O．OOO25m

鍼 味

食爲

 方
 藤
盤理

A 1．Om

B O．5m

C O．lm

D O．05m

E O．Olm

苦 味

盤（
酸局
キ方
二十

1田
ネ）

A O．Olm

B O．005m

C O．OOIrn

D O．OOOsm

E O．OOOIm

F O．OOOOsm

は舌尖部s ma味に於ては右舌縁部，酸味は左舌縁部，

苦味は輪廓状孚L頭に近い舌根部を選んだ．虚語實虚聞

の間隔は約1分闘とした．

  （4）封照實験

 封事實験として健康な成人未婚婦入8名を選び，8

日間蓮日梅索を實施したが，槍査総数64例に於ける實

験成績は，第3表の如くである．

 以上の實験結果に基いて，著者は味畳の生理的境界

を定めた．部ち葡萄糖ではC液（0・05m）以下のD（0・0

2m）， E（0・01m）各濃度溶液に於て甘味を感得し得た

ものを生理的とし，B液（0・1m）， A液（0・5m）に於て

第3表 健康な未婚婦人に於ける雪中 （門中實験）

有味
物質

葡

萄

糖

酒

石

酸

濃 度

A （O．5m）

B （O．lm）

C （O．05m）

D （O．02m）

E （O．Olm）

A （O．5m）

B （O．lm）

C （O．05m）

D （O．Olm）

E （O．OOIm）

F （O．OOO25m）

症 例

o

o

37

20

7

o

o

20

43

1

0

有味
物質

食

璽
酸
ぎ

T
ネ

濃 度

A（1・0皿）

B（0・5皿）

C （O．lm）

D （O．05m）

E（0．01皿）

A （O．Olni）

B （O．005m）

c （o．eolm）

D（0．0005皿）

E （O．OOOIm）

iF （O．OOOOsm）

症 例

o

o

23

32

9

o

o

o

40

16

8

線は生理的境界
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初めて甘味を感畳し得たものを，甘昧に封ずる昧畳障

碍あるもめと認めた．同様に山南亜に酒石酸に於はC

液を生理的境界とし，B液， A液に於て漸く味畳を感

畳したものを，それぞれ触味，酸味に樹する味畳障碍

あるものとした．璽酸キニーネ」に於てはD液（0・00

05m）を以て生理的境界とし， C液（0・001m）， B液

（0・005m）， A液（0・01m）に干て初めて苦味を感畳し

たものを味畳障碍あるものとした．    L

第3章實験成績
   第1節妊娠時に於ける味畳

 第1項各種有味物質に於ける味一

口腔，咽頭疾患をもたなV・妊婦369例に就て，

非有味物質の各溶液を正確に知畳し得た症例数

と妊娠月一との關係を槍索するに，第4表の如

くである．

第4表 各有味物質の各濃度溶液を正確に知回し得た症例敷と始i娠月数との關係

葡

萄

糖

食

盛

酒

石

酸

贈

酸

キ

1

ネ

味不明叉は二二

A （O．5m）

B （O．lm）

C （O．05m）

D（0。02皿）

E （O．Olm）

味不明又は錯誤

A （1．Om）

B （O．5m）

C （O．lm）

D （O．05m）

E（0・0ユm）

味不明又は錯誤

A （O．5m）

B （O．lm）

C （O．05m）

D （O．Olm）

E（0・00ユm）

F （O．OOO25m）

味不明又は錯誤

A （O．Olm）

B CO．OOsm）

c （o．oelm）

D （O．OOQsm）

E （O．OOOIm）

F （O．OOOOsm）

1［

0

12

5

0

1

2

o，

4

4

6

6，

o

0

2

3

8

5

2

0

月

差

5

6

m
1

12

16

7

1

1

1

2

11

12

10

2

4

5

6

11

10

2

0

1

2

7

13

8

1

0

10

4
ユ

IV

3

13

11

11

1

0

’ 1

 0
 12

17

9

0

1

3

11

16

7

1

0

LO

2

11

9

v

0

17

10

7

3

2

0

3

6

15

14

1

o．

7

6

12

11

3

0

0

3

9

ユ0

14

2

1

13

3

ユ

VI

0

18

18

7

2

0

0

3

16

16

10

0

0

6

8

15

15

1

0

e

1

10

11

18

5

0

VII

1

13

11

11

1

3

0

3

11

18

7

1

1

1

10

18

8

1

1

，0

2

7

11

14

6

0

VIII

0

16

20

14

2

2

1

4

9

15

22

3

0

3

10

26

11

4

0

0

4

6

17

20

7

0

IX

0

20

10

10

2

3

1

4

11

13

14

2

2

3

10

15

14

1

0

1

2

9

11

15

5

2

x

0

15

18

12

3

1

1

5

13

16，

14

0

1

5

9

25

9

0

0

0

3

6

14

20

4

2

計

 5

136

119

79

16

14

5

28

93

128

106

 9

9

35

73

146

90

15

 1

 2

19

70

102

132

37

 7

                一一一一線は生理的境界

EPち本表に於て葡萄糖，食盤，酒石酸に於そ  はρ液以下の稀薄溶液，盤酸キニーネ」た於て
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．第5表 各有味物質に於ける味畳障碍

   存否の症例数並に百分率

有味物質

葡萄糖

食  堅

酒石酸

盤  酸

キニーネ

味畳障碍

の有無

無

有

 無

 有

  無
 有

無

有

症例’激

109

260

243

126

252

117

176

193

百分率

29．54

70．46

65．85

34．15

68．29

31．71

47．70

52．30

はD液以下の稀薄溶液に於て，正確に其の味を

感畳し得たものを照照實験の結果忙從V・味畳障

碍のなV・ものとし，然らざるものを味畳障碍あ

るものと見るときは，味畳障碍存否の症例並に

百分率は，第5表の如くである．

 帥ち各有味物質に於ける味畳障碍は葡萄糖

（甘味）に於て最も多く260例70．46％に達し，次

で盤酸キ＝一ネ」（苦味）は193例52．3％を示し，

食塵（魚味），酒石酸（酸味）に於ては比較的勘

く，前者では126例34．15％，後者では117例

31．71％である．

 次に妊娠各月聞に於ける丁丁障碍存否症例並

に百分前は第6表の如くである．叉有味物質の

妊娠各月に於ける味畳障碍例に就ては第1圖に

示す通りである．

 帥ち葡萄糖に育ては妊娠第2月に於て味畳障

碍最も多く85．0％を示し，次で妊娠第6月（80．0

％）妊娠第3月（76・3％），妊娠第4月（69・2％）と

なり，障碍が最も勘v・のは妊娠第7月（62．5％）

である．食盤に於ては味箆障碍の最も多V・のは

妊娠第6月であり42．2％を示し，妊娠第2月

（40．0％），妊娠第10月（38．8％），妊娠第3月（36．

8％）干れに次ぎ，妊娠第5月が最も少く23．1％

である．酒石酸に於ては妊娠第3月に於て障碍

の度最も高く39．5％を示し，次で始i娠第4月

第6表  妊娠月数たよる味畳障碍存否症例の分類

有味

物・質

葡

萄

糖

食

盤

酒

石

酸

盤
酸
ぎ

丁

ネ

   妊娠且鐵

味畳障
 碍の有無  ＼

無

有

無

有

無

有

無

有

症例数
 o／o

症例数
 o／o

症例敷
 o／o

症例数
 o／o

症例激
 o／o

症例敷
 o／o

症例数
 o／o

症例籔
 o／o

1［

3

15．0

17

sJr．o

12

60．0

8

40．0

15

75．0

5

25．0

9

45．0

11

55．0

III

9

23．7

29

76．3

24

63．2

14

36．8

23

60．5

15

39．5

15

39．Jr

23

60．5

IV

12

30．8

27

69．2

v

12

30．8

27

69．2

26 1 30

66．7 1 76．9

13

33．3

24

61．5

15

38．5

17

43．6

22

56．4

9

23．1

26

66．7

13

33．3

17

43．6

22

56．4

VI

9

20．0

36

80．0

26

57．8

19

42．2

31

68．9

14

31．1

23

Jr l．1

 22

， 48．9

V正1

15

37．5

25

62．5

26

65．0

14

35．0

28

70．0

12

30．0

26

thtto一

20

50．0

VIII

18

33．3

36

66．7

40

74．1

五X

15 ’

33．3

30

66．7

29

64．4

14

25．9

41

75．9

13

24．1

27

se．o

27

50．0

16

35．6

30

66．7

15

33．3

22

48．9

23

51．1

x

16

32．7

33

67．3

90

61．2

19

38．8

34

69．4

15

30．6

26

53．1

23

46．9

［ 24 ］
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第1圖 各日味物質に封ずる味畳
 障碍例の妊娠月数による分類

  70                     葡萄蝕

  60

  50                        磨  酸
                  キs一・ネ’
  40                        食  盤
 ’r

                  酒眉酸 症30

 鋼20

 数10

 露O
 e’ H m lv v vl vtt vllr lx x
   姪 娠  月 激  →

（38．5％），妊娠第5月（33．3％）の順位となり，

妊娠第8月に於ては24．1％で最も勘v・．盤酸キ

ニーネ」に起ては妊娠第3月に於ける味畳障碍

最：も多く60．5％を示し，妊娠第4月，：第5月共

に56．4％にて之れに次ぎ，最も砂きは妊娠第10

月の46．9％である．

     第2項味畳錯誤
 4種類の有味物質を槍液とし妊婦369例に就

て味畳の錯誤を槍索するに，其の範疇に屡する

と思惟される症例は132例（35．8％）であり，錯

誤の度の最も高きは鍼味（食盤）にて56例を算

iえ，次で酸味（酒石酸）の49例，甘味（葡萄糖）の

17例にて，最も勘v・のは苦味（盤酸キニーネ）の

10例である．次に二上味物質に就て錯誤を來し

た割註感並に其の症例を表示すれば，第7表よ

り第10表の如くである．

    第7表 鍼味に於ける辻三錯誤

第8表酸味に於ける味毘錯誤

一xx
wX
    錯聴せる

有鵯無難

酒

石

酸

A （O．5m）

B （O．lm）

C（0．05皿）

D （O．Olm）

E （O．OOIm）

計

5

6

1

5

1

18

苦

2

0

5

1

1

9

甘

o

io

3

1

0

4

澁

2

5

5

4

0

酸苦

o

o

2

0

0

161 2

計

9

11

16

11

2

49

有味物質
  の種類

第9表 骨味に於ける十七錯誤

有味物質
  の種類

葡

萄

糖

A CO．5m）

B （O．lm）

C （O．05m）

D （O．02m）

E （O．Olm）

計

画せる
 味畳感 酸 繊 苦 甘酸甘繊 計

一 一一一m） 1 1 0 0 0 2

m） 9 2 1 0 1 13

5m） 1 0 0 1 0 2

2m） 0 0 0 0 0 0

1m） 0 0 0 0  0

p
0

｝11
3 1 1 1

｝17

第10表苦味に於ける味畳錯誤

旨味物質
  の種類

錯配せる
  味寸感

璽
酸
ぎ

T
ネ

A （o．olm）

B （O．005m）

C （O．OOIm）

D （O．OOOsm）

E （O．OOOIm）

F （O．OOOOsm）

鍼

0

1

2

1

0

1

計
一一’di一

酸

o

o

o

o

l

o

1

甘

o

o

l

o

o

o

1

澁

1

2

0

0

0

0

i
錯畳せる

 味畳感

食

盤

A （1．Om）

B （O．5m）

C （O．lm）

D CO．05m）

E渓0．01m）

計

酸

2

5

13

10

1

31

苦

2

5

6

4

0

17

甘

0

2

1

0

3

T

甘酸

o

o

l

o

o

1

磯

o

o

1・

o

o

1

計

1

3

3

1

1

1

薔

計

 4

墾

i2

v，g

 帥ち鍼味に於ける味畳錯誤に於ては酸味に樹

する錯誤最も多く31例を算え，次で苦味の17

例，甘味の6例とig b，茸酸味，澁味と錯誤し

たもの最も紗く各1例であるr

 酸味に於ける味畳錯誤に於ては餓味と錯誤せ

るもの18例で最も多く，次で澁味，苦味，甘味

等と錯誤したもの16例，9例，4例であり，酸

苦味と錯誤したもの2例にて最：も潔い．

 甘味に於ける味畳錯誤に於ては酸味に封ずる

［ 25 ］
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味一手誤判も多く11例を算え，鋼重の3例，苦

味，甘酸味，甘軽挙各1例である．

 苦味に於ける味畳錯誤は鰍味に封ずる錯誤5

例にて最も多く，澁味の3例，酸味，甘味にi封

ずる錯誤各1例酒最も勘V・・

     第3項 呼野疲 螢
 中庄疲勢に申する研究は其の記載する所甚だ

勘く，Dubinsonは味畳疲：勢は箪に味蕾細胞の

振動性に過ぎないと述べているが，Kiesowは

其の存在を肯定してv・る．1927年保坂氏は甘，

酸，鍼，苦の4有味物質を用V・味畳疲勢の實験

を行っており，翌1928年倉岡氏も亦味畳疲劣性

存在の確認に就て記載してV・る．

 著者は56例の可燃（第11表），並に：封照實験と

して健康な未婚婦人10例に就て味十干勢に卜す

る槍索を行った．

 皇Pちα1n飯olの葡萄糖液5cc（20。C）を口中

に含み迎撃な舌運動を行わせる，甘味の漕：失す

第11表 駆引症例56例の妊娠

   月数による分類

妊 娠
月 数

I

I［

III

rv

v

實験症
例 激

 o
 冒3

 5
， 2

 12

妊 早
月 数

VI

VII

VII正

IX

x

實瞼症
例 数

2

9

9

6

8

るに到って直ちに口内容物を吐き出さしめ其の

時間を測定する，次で約5秒の後同量の試験液

を與え同様の操作を繰り返した，斯の如く回を

重：ねるに從って味畳保持時間は次第に短縮し，

途には上畳的に全く甘味を感受：しなくなる．今

妊娠各月に於ける實験例並に樹照10例に：穿て同

様の實験を行V・，其の各亭均値に近V・實験例を

重げると，第12表に示す如くである．

 帥ち第一次刺戟に封ずる味畳保持時間は，妊

第12表  接次刺戟に因る味畳保持時聞

 試験液0・1m・萄葡糖5cc時聞軍位 秒

症例

二二

5

2

7

13

26

17

53

45

27

6

謙
II

I（（

IV

v’

VI

VII

VIII

IX

x

1

33

40

25

31

40

43

70

47

45

封劇75

2

20

30

20

25

28

40

47

40

42

66

3

14

15

13

33

20

20

36

25

15

56

4

16

10

1e

ユ7

12

15

30．

26

10

47

5

8

エ0

9

15

6

10

10

23

13

35

6

7

8

8

14

3

7

15

22

10

24

7

7

5

7

ユ0

5

6

7

19

8

万

8

 5

3

6

s9
6

6

4

15

7

恋

9

6

2

7

5

3

5

4

8

6

三

10

6

7

6

4

6

3

5

5

T，

11

4

4

4

8

4

3

3

，4

ユ0

12

3

4

3

4

3

2

4

9

13

3

2

3

4

3

7

14

3

1

3

2

2

5

15

2

2

2

T

16 17

2

2

4 3

18

2

19
総時
所
要間

129

ユ23

128

ユ75

149

171

231

233

172

証

娠各月に於ける症例により各人旺々であるが，

謝照と比較すれば何れも煙V・．次で第二次刺戟

以後回を重ねるに耀い綿々は疲螢を來し，共の

保持時闇は漸次短縮して絡には味蝿の消失を來

すが，到照に比較すれば其の短縮の度が著し

く，且つ味畳滑失を醸す迄の刺戟田翁が勘V・．

從って味畳清失迄の総所要時間も封照に：比し短

ibs

 次に妊娠各月闇に於ける疲勢の度を見るに，

妊娠第3月に於ける味畳疲三都：も著しく味畳消

失迄の総所要時間は123秒で最短である．次で

妊娠第4月，第2月，第6月の順位となり，妊

娠第9月に於て疲勢の度が最：も勘い．

   第2節 分娩前後に於ける味畳

［ 26 ］
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 4種の有味物質を用V・て産褥婦28例に就き，

分娩前後に於ける味畳の槍索を行った．其の結

果は，第13表に示す通りである．

第13表 分娩前後に於ける味畳

分娩後味畳の攣化

1

良くなるもの

悪くなるもの

二化のないもの

 L時悪く後良く

 なるもの

H1難論1
 もの
 一時攣化なく後
 良くなるもの
 一時良く後悪く
 なるもの

葡萄糖

4

4

8

7

2

2

0

1

食盤

6

7

3

5

2

2

2

1

酒石酸

4

7

10

3

o

3

0

1

盤酸キ
ニ P一 l

5

5

8

6

0

2

1

1

1 は分娩後1回のみ検査したもの       ・

II は分娩後2回以上橡観し経過を観察したもの

 以上の實験成績より次のことが抽出される．

印ち味畳は分娩後一時的に分娩前に比し不良な

るものが比較的多い．然し産褥中更に：之れが擬

察を行うときは，産褥の経過と共に味畳障碍は

次第に恢復し，絡には全く消失するものL如く，

である．

第4章総括並に考按

 始i一時母罷の受ける肉艦的，丁田的諸種の攣

調は，味畳に写しても高目，嗅畳等に封ずると

同様に，必然的に其の影響を及ぼすことあるは

容易に想像される所である．

 本編は妊娠，産褥等の味畳に及ぼす影響に就

て實験観察した結果を記載したものである．

妊娠時の味畳に臥して，1935年R・Hansen u・

W．：Langerは28例の妊婦に就て味門中験を行

V・，妊婦に於ける味畳刺戟閾は非始i婦に比し，

蛾味に於ては114％，酸味に於ては89％，甘味

に於ては35％，苦味に於ては60％それぞれ高v・

と記載してV・る．

 松田教授は姫婦に於ける各種障碍の統計的観

察に於て，調査人員の15．9％，各種障碍を有す

るものN25．9区画裁て，自畳的に味畳の低下叉

は歓如を認めた．

 著者は健康な妊産婦425例中妊婦369例に就

て骨導試験を行い，味畳の低下を認めた．そし

て障碍例の比率は用いた有味物質により一様で

なく，葡萄糖に於て最も多V・．次で盤酸キニー

ネ」，食盤，酒石酸の順序に味畳の低下を確認

した．次に各種有味物質の味畳障碍と妊娠月数

との關係に就て考察するに，葡萄糖に於ては妊

娠第2月，第6月，第3月に於て味畳障碍多く

あらわれ，妊娠第7月に於て最：も妙い．食盤に

於ては妊娠：第6月，第2月，第；10月，第3月に

多く見られ，妊娠第5月が最：も勘V・．酒石酸に

於ては姫挙々3月，第；4月，第5月に多く，妊

娠第8月に於て最も尊い．塵酸se pt ．一ネ」に於

ては妊娠第3月，第4月，第5月に多く，第10

月に於て最も勘V・．帥ち以上の實験成績を要約

すれば，各種有味物質の味畳障碍は如i娠前駆期

に於て其め増悪が見られるが，妊娠末期に於て

は多少良好となる。妊娠時に於ける軽軽錯誤に

就て，其の範疇に噂すると思惟される症例は

132例（35．8％）であb，錯誤は用V・た有味物質

により一檬でなく，其の度の最も高いのは鰍味

であり，次で酸味，甘味，苦味の順である．

 味尊号勢に照して，保坂氏は蓮績的味畳刺戟

に於て次第に短縮する潜刺戟時の骨化，若しく

は蓮績的刺戟に於て同じ彊さの刺戟に封ずる感

畳保持博聞が次第に短縮する度合を以て，味毘

疲勢を表わし得ると記載しており，倉岡氏は種

々の濃度若しくは試験量を以て，感畳保持期の

短縮による一畳疲勢の煙塵を行っておる．

 これらの實験は何れも健康な成年男子若しく

は婦入に就て行われたものであるが，妊娠時に

於ける味畳疲勢に目しては從上製の記載を見な

いようである．

 著者は56例の妊婦並に封照實験として健康な

未婚婦人10例に就て，甘味に於ける感畳保持期

の短縮による味畳疲勢の實験を行ったが，民謡

實駿に於ては倉岡氏の威績と略ζ一致する結果

［ 27 ）．
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                t

を見たが，妊婦若しくは封薫例に於ける實験で

は階梯現象は認め得なかった．

 次に妊婦に於ける味畳保持時聞は引例引々で

あるが，塁ナ砂原に比較すれば何れも短縮し，從

って味野洲失迄の刺戟回数も叩く亦総所要時間

も短い．帥ち妊婦に於ける味畳煎酒は非妊婦に

於けるより著明であると思惟される．

 妊娠各月聞に於ける味畳疲：勢は妊娠第3月に

於て最も著しく，次で姫娠第4月，第2月，第

6月の順となり，從って疲勢の度は一般に妊娠

前町期に著しV・ものX如くである．

 分娩前後の無慮に就ては23例の實験例より得

た結果によれば，翻心は分娩後一時的に分娩前

より不良となるものが比較的多い．然し産褥中

更に之れが親察を行うときは，産褥の経過と共

に味畳障碍は次第に恢復し，終に全く浩退する

ものN如く思惟される．

第5章結

 著者は425例の妊婦並に産褥婦に就て，妊娠

期間，分娩前後及び産褥の各期に於ける味豊を

槍馴し，次の結果を得た．

 （1）425例中妊婦369例に就で味畳試験を行

い味畳の低下を認めたが，其の障碍例の比率は

用V・た有味物質により一様でなく葡萄糖に於て

最：も多く，次で善部キ：・一ネ」，食塵，酒石酸

の順である．

 （2）各種有味物質に封ずる味畳障碍は一般に

妊娠前夕期に増悪するが，妊娠末期に於ては多

少良好となる．

 （3）婦＝人は姫娠に際して味畳の錯誤を招來す

るものがある．而して其の範疇に属すると思惟

される症例は132例（35．8％）である．錯誤は用

いた有味物質により一様でなく，其の度の最も

高V・のは寸陰（56例）であり，次で酸味（49例），

甘味（17例〉，苦味（10例）の順である．

 （4）妊婦に於て味畳の疲勢が認められる．而

画

して味畳保持時聞は各例黙々であるが，何れも

未婚婦人に比し短縮する．從って味解浩失迄の

刺戟回敷並に総所要時闇も短い．即ち弾帯時に

於ける昧畳疲勢は未婚婦人に於けるより著明で

ある．

 （5）妊娠各月間に於ける味畳々勢は妊娠第3

月に於て最：も著しく，次で如i娠第4月，第2

月，第6月の順位となる．從って疲螢の度は妊

娠前罪期に著明なるものXようである．

 （6）分娩後に於ける味毘は一時的に分娩前に

比し不良となるものが比較的多v・．然し産褥の

纏過と共に味畳障碍は次第に恢復し，絡に全く

消失するもの製如く思惟される．

 稿を終るに臨み御懇篤な御指導と御校閲の螢を賜っ

た恩師松田教授に深謝すると共に，種，臨御便宜を賜っ

た前金澤日赤支部産院長小牧博士，現産院長中郷博士

に深甚な謝意を表する．一
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